
質問日 令和8年5月11日

発注機関 奈良森林管理事務所

事業名 濁谷渓間工事

公告日 令和8年4月22日

開札日時 令和8年6月5日

質問の内容

１．参考資料
　設計図書には、掘削の使用機械は、バックホウ0.45m3級（排ガス対策型）で積算してお
り、土工機械の分解・組立を計上している。バックホウ0.45m3級をフレームまで分解したと
きのパーツ重量が4.9ｔとなり、ケーブルクレーン運搬設備として吊上荷重2ｔ以上3ｔ未満級を
超過するが既存ケーブルクレーンでの対応ができるのか。
　また、現場手前にある河川へ降りる進入路は使用できませんか。

質問の回答

１．本工事の土工機械分解組立費は、令和7年度版治山林道必携第4編2治山ダム工⑦土
工機械解体・組立に掲載されている、0.45m3BHの分解時最大部品質量3t以下となる機種
を選定している。
 また、本工事における土工機械の搬入は、河川からの搬入ではなく、ケーブルクレーンに
よる搬入を計画している。
 状況により変更が必要と認められる場合は、監督職員と協議したうえで、「国有林野事業
工事請負契約約款」に基づき変更協議の対象とします。

問合せ先 ： 奈良森林管理事務所　総務グループ 

            電話：050-3160-6150　 Eメール：nyusatsu_nara@maff.go.jp

公告中の案件に関する質問及び回答


